
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

津川雅彦 黒沢光郎 小林旭 芦川いづみ 秋津礼二 青山恭二 安部徹 
月丘夢路 芦田伸介 大坂志郎 中川晴彦 澤村國太郎 坂東好太郎 

監督：西河克己 原作：藤島泰輔 脚本：中沢信 撮影：高村倉太郎 
 

 

 

後   援  ： 横  浜  市  教  育  委  員  会  

[入場料]前売：１,０００円※ 当日：１,３００円 障がい者：１,０００円 介助者１名無料 
※前売料金(１０００円)を１２月２０日（木）迄に下記の口座へご入金すれば、当日受付にて渡します。 
ゆうちよ銀行総合口座  記号 10200 番号 22932931 加入者名 ヨコハマキネマクラブ  

[主催・問合せ] ０８０－８１１８－８５０２（10 時～18 時）横浜キネマ倶楽部 
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店０４５-２６１-１２３１/高橋書店（元町）０４５-６６４-７３７１ 

いづみ書房０４５-２４１-１１０４/シネマジャック＆ベティ（黄金町）０４５-２４３-９８００ 

横浜シネマリン０４５-３４１-３１８０/チケットぴあ チケットポート横浜店０３-５５６１-７７１４ 

【チケットぴあ】（Ｐコード：５５８-９２６）  

果たして皇太子は孤獨の人だろうか！ 
全国を沸かせた問題小説を豪華キャストで描く異色巨篇‼ 

（公開当時のコピー） 

０４５-３４１-１２６１（席数５００席） 

【最寄駅】 
市営地下鉄「阪東橋」駅 
徒歩約８分 

京浜急行「黄金町」駅 
徒歩約１４分 

 

（C）日活 

孤獨の人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公開当時のポスター】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草原の

ナンサ/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤い風船・白

い馬/三本木農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉をたたく人/縞模

様のパジャマの少年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽音と地球の回転/デ

ザートフラワー/ハーモニー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/旅芸人の記録/トガニ/月

世界旅行・メリエスの素晴らしき映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よみがえりのレシピ/きっと、うまく

いく/日本の悲劇/ペコロスの母に会いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救いたい/野のなななのか/ぼくたちの

家族/NO（ノー）/春よこい/野火/手のひらを太陽に/袴田巖  夢の間の世の中/父を探して/お盆の弟/祖谷物語－おく

のひと－/東京ウィンドオーケストラ/ふるさと/どっこい! 人間節  寿・自由労働者の街
 

 
 

 

【解説】 

“皇太子殿下（今上天皇）に青春を”と数々の話題を捲き起した藤島泰輔原作『孤獨

の人』の映画化で中沢信が脚色、『しあわせはどこに』の西河克己が監督する文芸

篇。撮影は『飢える魂』の高村倉太郎。皇太子殿下には全国の応募者から選ばれ

た黒沢光郎が扮し、８月４日に７８歳で亡くなられた津川雅彦（映画公開時の年齢は

１７歳！）、小林旭、芦川いづみ、月丘夢路、芦田伸介などが顔を揃える。 

【横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部】 
住   所：〒231-0062 横浜市中区桜木町1-1-56  横浜市市民活動支援センター  No.85横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080－8118－8502（10時～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス http://ykc.jimdo.com/ 

【物語】 

皇太子（黒沢光郎）が籍を置く学習院高等科三年は特殊な学年だ。千谷吉彦（津川

雅彦）は、殿下を勢力争いや虚栄の道具としか考えない殿下の学友たちを軽蔑し、

反発していた。吉彦の親友・岩瀬撤（小林旭）は殿下の学友の中では毛色の変った

バンカラ派で、吉彦と同じように殿下をなんとか人間らしい皇太子に戻そうと考えて

いた。腰下が悲しい人物のように思えてならなかったのだ。吉彦と岩瀬は、こういう

空気に反発するかのように自由に振舞った。叔父と別れた叔母にあたる朋子（月丘

夢路）と交際していた吉彦は、その関係を両親に叱責されればされるほど、反抗し

た。岩瀬にも恋人（芦川いづみ）がいたが、彼は恋人については語らなかった。修

学旅行が奈良に決まると、新聞はそれを報じ、通過駅では日の丸の波と万歳三唱

が彼等を迎えた。殿下からの信任の厚い京極（青山恭二）や舟山（秋津礼二）たち

が、殿下の傍で新聞社のフラッシュを浴びている姿も、吉彦と岩瀬には鼻持ちなら

ない。京極らが殿下を囲んでトランプをしていたある夜、トランプの間から落ちた一

枚の写真に殿下は眼をとめた。皇太子と鳥羽頼子が御一緒の写真だった。ある

日、岩瀬と吉彦は乗馬で遠乗りを企て、殿下と鳥羽頼子とを会わせようと試みた。殿

下からの招きと聞いた鳥羽頼子は、承諾した。吉彦は、徳大寺侍従に殿下の遠乗り

を許可するよう迫るが…。 

本作に皇太子のご学友・舟山役で学習院大学在学中に出演した三谷礼二（芸名：秋津礼二）は、映画

出演が理由で退学処分を受け、その後、日活に入社。『幕末太陽傳』『青春の冒険』などに出演し、日活

退社後は海外での数多い劇場体験を経て、同４６年、東京室内歌劇場でオペラ演出家としてデビュー。

４９年の『お蝶夫人』は、独創的な演出が大反響を巻き起こし、「日本一の演出家」と絶賛された。 

（C）日活 


